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第 79 号 大阪狭山市社協だより 平成 25 年 10 月１日
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社協とは？？
社会福祉協議会（社協）は、福祉に関する日々の生活上の諸問題を、地
域全体の問題としてとらえ、その解決に向け、みんなで考え・話し合い・
協力して、住民主体の " 福祉のまちづくり " を推進していくことを目的
とした社会福祉法において規定されている、公共性・公益性の高い民間
の非営利団体です。

名称：地域包括支援センター
内容：高齢者に関する相談

開所時間：午前 9 時～午後 5 時 30 分

          　  土曜日・日曜日・祝祭日を除く

場所：市役所南館（SAYAKA ホール南隣）

　　   ０７２－３６８－９９２２

名称：子育ておしゃべりライン
内容：子育てに関する相談

時間：午前 10 時～午後 4 時

　　　第２・第４木曜日

場所：福祉センター「さつき荘」相談室

　      ０７２－３６７－６６０１

名称：身体障がい者（児）相談
内容：身体障がいに関する相談
時間：午後１時～４時
　　　毎週金曜日
　　　第１（視覚）・第２（聴覚）・
　　　第３（内部）・第４（肢体）
場所：福祉センター「さつき荘」相談室
　      ０７２－３６６－２０２２

名称：ひとり親家庭相談
内容：母子 ･ 父子家庭における悩みの相談

時間：午前 10 時～正午

　　　第３土曜日

場所：福祉センター「さつき荘」相談室

　      ０７２－３６６－２０２２

名称：知的障がい者（児）相談
内容：知的障がいに関する相談

時間：午後１時～４時

　　　毎週水曜日（第５水曜日を除く）

場所：福祉センター「さつき荘」相談室

　      ０７２－３６６－２０２２

名称：心配ごと相談
内容：日常生活におけるあらゆる悩みの相談
時間：午後 1 時～ 4 時
　　　毎週月曜日
　　　※月曜日が祝祭日の場合は、翌日
場所：福祉センター「さつき荘」相談室
　      ０７２－３６７－１７６１

名称：権利擁護センター
内容：認知症や知的障がい、精神障がいなどで判断能力に支援

　　　が必要な人が住み慣れた地域で権利を守り、安心して暮

　　　らすことができるようにお手伝いする相談支援窓口

開所時間：午前 9 時～午後 5 時 30 分

          　  土曜日・日曜日・祝祭日を除く

場所：市役所南館（SAYAKA ホール南隣）

　      ０７２－３６８－２１１１

年末年始の
休館日について

福祉センター

12/29 ～ 1/3

市役所南館

12/29 ～ 1/5

保存版

様々な事業の中か

ら今回は、各種相

談事業に焦点を当

ててご紹介します！
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した赤い羽根共同募金の配分金の一部があてられています。

赤い羽根共同募金
期　間

10月１日(火)～12月31日(火)

『じぶんの町を良くするしくみ』

　共同募金は地域福祉の推進を目的に「社会福祉法」に基づき、都道府県単位で全国一斉に展開します。
　皆さまからお寄せいただいた寄付金は、大阪府内の社会福祉施設や社会福祉団体、地域の福祉活動
に役立てられます。また、大災害に備え寄付金の一部を積み立て、災害時には「災害ボランティアセ
ンター」の設置や運営など、被災地支援にも役立っています。
　ご支援・ご協力をよろしくお願いします。

一般募金配分金
○老人福祉活動
　　ひとり暮らし老人会食会事業への助成
○障がい者（児）福祉活動
　　身体障がい・知的障がい者（児）に対する活動費の一部助成
○児童・青少年福祉活動
    　福祉協力校（市内小・中・高等学校）への活動助成
○福祉育成・援助活動
　　ボランティア活動、はばたきフェスタ事業、啓発冊子等への一部助成

歳末たすけあい募金配分金
○地区福祉委員会活動への助成
○福祉施設や福祉団体の事業への助成
　　市内の福祉施設や福祉団体等が年末・年始に行う地域福祉活動事業につ
　　 いて、配分委員会で審査の上配分されます。

赤い羽根
　共同募金運

動が

　　　　始ま
ります

【問い合わせ】大阪狭山地区募金会　事務局　　072-367-1761

き
り
な
し
に
来
ら
れ
ま
す
。

社
協
は
、
市
民
と
共
に
実
践
・

活
動
し
て
い
る
場
だ
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

　
地
域
福
祉
に
対
す
る
思
い

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
地
区
福
祉
委
員
会

は
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
な
ど
に
取
り
組
み
、
地
域

住
民
の
居
場
所
や
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
作
り
を
実
践
し
て
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
小
さ
い
単
位

で
住
民
同
士
が
交
流
で
き
、

非
常
時
に
お
互
い
を
助
け
合

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
し

て
い
く
、
そ
の
小
さ
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
こ
そ
が
地
域
福
祉

の
原
点
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
「
一
人
で
も
多
く
の

人
が
い
ろ
ん
な
形
で
幸
福
を

感
じ
ら
れ
る
ま
ち
」
を
皆
で

目
指
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
社
協
の
今
後
の
展
開
と
抱

負
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　
現
在
、
社
会
保
障
制
度
改

革
で
は
、
要
支
援
の
廃
止
や

要
介
護
３
か
ら
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
利
用
な
ど
が

検
討
さ
れ
て
お
り
、
以
前
か

ら
言
わ
れ
て
い
る
在
宅
へ
の

シ
フ
ト
が
更
に
高
ま
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

市
内
の
空
き
家
を
利
用
し
た
、

高
齢
者
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の

よ
う
な
場
所
を
作
り
、
小
さ

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
地
域
を

拠
点
と
し
た
、
子
ど
も
達
も

集
え
る
居
場
所
の
よ
う
な
も

の
を
社
協
が
実
施
主
体
と
し

て
運
営
出
来
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を

経
て
「
福
祉
は
社
協
に
お
ま

か
せ
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ

て
欲
し
い
で
す
。

　
健
康
に
つ
い
て
気
を
つ
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
…
。

 

中
学
か
ら
始
め
た
テ
ニ
ス

を
毎
週
日
曜
日
に
し
て
い
ま

す
。
こ
の
７
月
か
ら
は
通
勤

を
徒
歩
に
変
え
ま
し
た
。
少

し
で
も
健
康
に
繋
が
れ
ば
と

（
笑
）
。

　
今
後
も
地
域
福
祉
向
上
の

た
め
存
分
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
な
さ
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

79
号
よ
り
ズ
ー
ム
イ
ン
が
復
活
し
ま
し
た
。

　
復
活
第
一
号
と
し
て
、
今

回
、
４
月
に
就
任
さ
れ
た
社

協
の
宮
下
常
務
理
事
に
お
聞

き
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
自
己
紹
介
か
ら
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
19

歳
の
時
に
『
こ
の
子
ら

の
生
命
輝
く
日 

障
害
児
に

学
校
を 

※
①
参
照

』
と
い
う

本
に
出
会
い
、
福
祉
を
勉
強

し
て
み
た
い
と
思
い
日
本
福

祉
大
学
へ
進
学
し
ま
し
た
。

卒
業
後
、
地
域
に
関
わ
る
仕

事
に
強
く
興
味
を
引
か
れ
狭

山
町
役
場
に
入
職
し
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
社
協
に
来
ら
れ
て
、
気
づ

か
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
多
く
の
方
が
、
窓
口
に
来

ら
れ
る
と
い
う
事
で
す
。
市

役
所
に
い
た
時
は
、
社
協
へ

来
ら
れ
る
人
は
限
ら
れ
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
や
市
民
の
方
が
ひ
っ 宮下 治晃さん

※
①
（
河
添 

邦
俊
、
清
水 

寛
、

 

　
　
藤
本 

文
朗
　1

9
7

4

年
　
新

　
　
日
本
新
書
）

あ
の
人
こ
の
人

イン
ズーム
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今
年
も
、
道
徳
教
育
の
一
環
と
し
て
１
年
生

を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
車
イ
ス
体
験
で
は
車
イ
ス
の
使
い
方
の
説
明

後
、
車
イ
ス
に
乗
る
側
と
押
す
側
を
交
替
し
な

が
ら
、
校
内
の
段
差
や
ス
ロ
ー
プ
部
分
を
中
心

に
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
さ
ん
か
ら
は
「
や

っ
て
み
る
と
難
し
か
っ
た
」
「
車
イ
ス
を
押
す
の

は
大
変
だ
っ
た
」
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
は
、

市
内
の
キ
ャ
ラ
バ
ン･

メ
イ
ト
に
協
力
を
得
て
、

寸
劇
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
認
知
症
に
つ
い
て
理

解
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
体
験
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
ゆ
ず
り
葉
」
の
メ
ン
バ
ー
の
協
力

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
他
の
学
校
で
も
学
ぶ
機
会
を
設
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
は
、
災
害
で
被
災
し
た
場
合

や
大
規
模
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
を
想
定
し
、

平
常
時
か
ら
の
取
り
組
み
を
包
括
的
、
有
機

的
に
連
携
で
き
る
意
識
を
備
え
る
「
共
助
」

の
強
化
を
目
的
に
行
い
ま
し
た
。
「
舞
鶴
市

東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー
」
に
て
、
自
主

防
災
組
織
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
お
話

を
聞
き
、
自
ら
の
地
域
を
自
ら
で
守
る
方
法

を
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
研
修
の
あ
と
は
、
遊
覧
船
で
、
海
軍
ゆ
か

り
の
港
（
舞
鶴
港
）
を
め
ぐ
り
、
海
上
自
衛

隊
の
護
衛
艦
や
ミ
サ
イ
ル
艇
等
を
眺
め
、
そ

の
迫
力
に
驚
き
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え

て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
第

一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

西
池
地
区
福
祉
委
員
会

『
先
進
地
視
察
研
修
』

７
月
30
日(

火)

社協だよりの発行には、昨年皆さまからお寄せいただきま

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ト
ピ
ッ
ク
ス

さなえホームヘルパーサービス
訪問介護事業所

さなえケアプランセンター
居宅介護支援事業所

０７２ - ３６０ - ３８３８

普段の生活で何かお困りの事ありませんか？

経験豊富な介護ヘルパーが丁寧にご対応させて頂きます。

訪問介護やケアプラン作成等、お気軽にご相談下さい。

登録ヘルパー随時募集中登録ヘルパー随時募集中

０７２ - ３６０ - ３７３７

介護サービス (入居･ショート･デイ･ヘルパーなど)
のことなら何でもお気軽にご相談下さい！

寿里苑花舞の郷ケアプランセンター
TEL　072-367-8711

介護保険に関する

ご相談・申請代行

福祉用具レンタル・

住宅改修などのご相談

大阪狭山市駅前から見えます。（介護職員募集中！）

大阪狭山市狭山１丁目2355－８

南
中
学
校
で
車
イ
ス
体
験
と
認
知
症

　
　
　
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

７
月
４
日(

木)

（山口県萩市）8/12（月）～8/14（水）

広  告 を

掲載しませんか?
広 告 料

掲 載 枠

発行部数

配 布 先

:

:

:

:

１回１枠１万円 ( 税別 )

１枠 62mm × 62mm

25,600 部／回

市内全世帯 ･ 公共施設

問い合わせ

大阪狭山市社会福祉協議会

総務･地域　広報担当

0 7 2 -3 6 7 -1 7 6 1

中
、
現
地
で
合
流
し
た
他
市
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
共
に
作
業
を
開
始
し
ま

し
た
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
午
前

中
に
、
土
砂
の
流
れ
込
ん
だ
部
屋
の

家
財
道
具
の
移
動
と
土
砂
の
搬
出
作

業
は
終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

家
主
の
方
と
も
話
し
合
い
、
畳
を
上

げ
床
板
を
外
し
床
下
の
泥
出
し
作
業

　
大
阪
狭
山
市
で
は
、
山
口
県
萩
市

へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
４
名
、
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
２
名
の
計
６
名
で
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
山
口
県
萩
市
は
、
７
月
28
日
に
発

生
し
た
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
死
者
２

名
、
行
方
不
明
者
１
名
、
家
屋
被
害

１
，
１
２
６
棟
の
甚
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
崩
落
し
た
道
路
、
大

規
模
な
土
砂
崩
れ
の
跡
、
水
没
し
た

跡
の
残
る
建
物
を
目
の
当
た
り
に
し
、

を
行
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
丸
と
な
っ

て
活
動
し
た
こ
と
で
当
初
の
目
標
は
、
は
る
か
に

超
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
ま
だ
ま
だ
力
が
必

要
で
す
。

　
全
国
で
発
生
し
て
い
る
災
害
。
一
人
ひ
と
り
の

力
は
微
力
で
す
が
、
み
ん
な
の
力
が
集
ま
れ
ば
大

き
な
力
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
、

今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
然
の
猛

威
を
肌
で

感
じ
ま
し

た
。

　
活
動
内

容
は
、
土

砂
に
よ
る

被
害
を
受

け
た
家
の
、

家
財
道
具

の
整
理
や

土
砂
の
搬

出
作
業
で

し
た
。
　

　
太
陽
の

照
り
つ
け

る
猛
暑
の
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さつき荘相談室までどうぞ
心配ごと相談

身体障がい者相談

ひとり親家庭相談

知的障がい者 ( 児 ) 相談

毎週　月曜日

第 1･2･3･4 金曜日

第１･３土曜日

第 1･2･3･4 水曜日

午後１時～４時

午後１時～４時

午前 10 時～正午

午後１時～４時
祝日などで相談日が変更になる場合があります。
電話での相談・問い合わせは 072-367-1761

子育ておしゃべりライン
072-367-6601

毎月第 2･4 木曜日　午前 10 時～午後４時

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記

　
前
号
の
78
号
よ
り
紙
面
の
色

が
フ
ル
カ
ラ
ー
と
な
り
、
ペ
ー

ジ
数
も
75
号
よ
り
、
二
面
か
ら

四
面
に
増
え
て
い
ま
す
。
お
気

づ
き
に
な
ら
れ
た
と
思
い
ま
す

が
「
社
協
だ
よ
り
」
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
だ
よ
り
」
「
民
児
協
さ
く
ら

／
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
の

三
紙
が
統
一
さ
れ
た
枠
の
色
で

一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
社
協
だ
よ
り
は
、
五
名

の
編
集
委
員
が
、
赤
ペ
ン
を
片

手
に
記
事
を
検
討
し
合
っ
て
出

来
る
だ
け 

読
み
や
す
く  

わ
か
り

や
す
く 

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
さ
ら

な
る
前
進
を
目
指
し
て
・
・
・

　                                    

Ｏ
記

　
平
成
25
年
５
月
中
旬
か
ら
平
成
25
年
８
月
下
旬
ま
で
に
預
託

を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
の
ご
芳
名
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略･

預
託
順
）

（
個
人
の
部
）

　
西
田
　
宗
良

※
な
お
寄
付
金
は
、
税
控
除
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
礼
状
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
ご
用
意
さ
せ

　
て
頂
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
　
　
０
７
２-

３
６
７-

１
７
６
１

【
ご
寄
付
は
ぜ
ひ
社
協
へ
】

　
社
協
で
は
、
善
意
の
寄
付
や
香
典
返
し
の
代
わ
り
の
寄
付
、
バ

ザ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
収
益
の
一
部
な
ど
を
地
域
福
祉
向
上
の
た

め
、
様
々
な
形
で
地
域
に
還
元
し
て
お
り
ま
す
。

　
例
え
ば

　
・
地
域
で
の
行
事
で
お
使
い
頂
け
る
、
貸
し
出
し
用
備
品
の
購
入

　
　
　（
イ
カ
焼
き
機
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
機
・ 

綿
菓
子
機
等
保
有
）

　
・
社
協
で
行
わ
れ
る
事
業
へ
の
助
成

日常生活自立支援事業日常生活自立支援事業日常生活自立支援事業日常生活自立支援事業
　日常生活自立支援事業は、認知症や障がいのある人が住
みなれた地域でその人らしく暮らしていけるよう、福祉サ
ービスの利用援助や日常的な金銭管理のお手伝いをする事
業です。地域包括支援センターに併設した権利擁護センタ
ー事業として、行政や専門職と連携をとりながら支援して
います。
　昨年度は利用者数・相談件数・活動件数が約１５％も増
加し、今年度も８月末現在で１４名の方が利用されており、
相談件数は３８８件。活動件数も２０６件と昨年を上回る
ペースです。
　専門員１名、生活支援員１名の２名体制で、日々市内を
駆け回っています。今後も認知症や障がいのある方の権利
を守るため事業の充実を図っていきます。

　問い合わせ…権利擁護センター
　　　　　　　　　　　　  072-368-2111（専門員：古根川）

平
成
24
年
度
公
益
会
計
決
算

① 会費収入

② 経常経費補助金収入

③ 受託金収入

④ 事業収入

⑤ 介護保険収入

⑥ 会計単位間繰入金収入

⑦ 前期末支払資金残高

①人件費支出

②事務費支出

③事業費支出

④返還金

⑤会計単位間繰入金支出

⑥施設整備等による支出

⑦財務活動による支出

⑧当期末支払資金残高

利 用 者 数

相 談 件 数

活 動 件 数

新規契約件数

終 了 件 数

(人)

(件)

(件)

(件)

(件)

   １

６５

２０    

１

０

   ７

３２２

１８０

２

１

６

４１７

２９２

１

１

０

４

０

０

０

１４

８０８

４９２

４

２

対 象

区 分

認 知 症

高 齢 者

知 的

障がい者

精 神

障がい者
そ の 他 計

あ
た
た
か
い
善
意
を

          

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
団
体
他
）

　
茱
萸
木
婦
人
部

　
万
年
青
会

ご覧いただく方にとって「使いやすく、探しやすく、常に新
しく正確な情報が手に入る」ことを目的として、平成２５年
８月１日にリニューアルしました。トップ画面には
facebookページを追加し各種事業を随時紹介しています。
URLはhttp://www.osaka-sayama.or.jp

ホームページのリニューアルについて

平
成
24
年
度
一
般
会
計
決
算

0.03%
0.11%

0.62%

0.02%
1.46%

26.13%

71.63%

歳入合計
72,819,166円

歳出合計
72,819,166円

歳入合計
177,437,826円

歳出合計
177,437,826円

73.99%

0.34%

21.42%

0.07%

0.33%
0.03% 2.50%

1.33%

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭

授産事業収入
会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
事業収入
共同募金配分金収入
雑収入
受取利息配当金収入
会計単位間繰入金収入
経理区分間繰入金収入
施設整備等による収入
財務活動による収入
前期末支払資金残高

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

授産事業支出

人件費支出

事務費支出

事業費支出

助成金支出

負担金支出

会計単位間繰入金支出

経理区分間繰入金支出

施設整備等による支出

財務活動による支出

当期末支払資金残高

0.50%
3.92%
0.47%

31.40%

46.93%

1.81%
2.50%
0.39%
0.01%
0.13% 4.64%

0.06% 0.40%

6.83%

0.45%

1.95%

0.51%
0.01%
4.64%
2.17%
1.87%

6.49%

54.55%

20.01%

7.33%

（平成 24 年度 実績）
大阪狭山市社会福祉協議会 検索検索
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